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〔短　報〕
新卒1年目の臨床現場での体験
一職場適応の実際と他者の存在一
本田　彰子1　牛久保美津子2
　　　　　　Experience　of　First　Year　Nurses
“Work　Environmental　Adaptatien　and　Being　of　Others．”
Akike　HONDAi，　Mitsuko　USHIKUBO2
要　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　本研究の目的は，医療施設に就職した看護師の臨床現場で1年聞の体験の内容から，職場適応
　の実際を表し，新人看護職者が仕事を継続することに影響する要因を明らかにすることである．
　卒後1年を経過した8名の看護師に対して，臨床現場での困った事，その時の対処，助けとなっ
　たもの等に関する内容の面接調査を行い，質的帰納的方法で分析した．人とのかかわりや他者の
　存在に閥する6サブカテゴリーは『安寧・励ましである患者の存在』『看護の責任を果たし，尊
　重すべき患者の存在』『困難の元となる先輩看護師の存在』『育て導く先輩看護師の存在』『分か
　ち合う同期看護師の存在』『安らぎを与えてくれる家族の存在』であった．職場適応の方法に関
　する4サブカテゴリーは『必死・耐える・やり過ごす対処』『人間関係や組織構造を読み取る対
　処1『納得・気付き・見習う対処』『離職選択へ向かう対処』であった．新人看護職者の仕事継続
　に影響する要因としては，看護の役割を自覚させる患者の存在，看護実践能力の未熟さを自覚さ
　せ，それを実務レベルで支援する先輩看護師の存在，情緒的安定を与える同僚看護師や家族の存
　在がある．また，新』人看護師はできないと思いつつも必死に耐え，かつやり過ごす対処をとるが，
　それだけでなく，人間関係や組織の構造を的確に捉え，職場適応におけるあるべき姿を先輩看護
　師に見出し，自分自身を変える対処をとることによ1）　）離職選択をせず看護の職務継続の意識を
　持つようになると考える．
Key　Words：新人看護師　職場適応
　　　　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　　として十分働ける実践能力を身に着けられるよう，
　毎年，4月になると医療施設には多くの新卒の　　　様々な教育指導を行っている．特に，大学病院や
看護職者が入職する．新人看護師を受け入れる施　　　総合病院，専門病院といった医療施設においては，
設側としては，職場適応を促し，一・人前の看護師　　　医療の高度化による専門性の追求と，在院日数の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短縮化など経済性，効率性の影響も受け，質の高
1千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター　　　い看護実践能力を持つ看護師を早期に育成しなけ
　継続看護研究部　　　　　　　　　・　　　　　　　ればならない状況にある，
2東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科先端侵　　　　このような職場環境への適応の時期は，新人看
　襲緩和ケァ看護学　　　　　　　　　　　　　　　護職者にとって大きな転機であり，ストレスの多
1　Continuing　Education　in　Nursing，　The　Center　for　　い時期である．看護基礎教育を終えて就職した看
　Education　and　Research　in　Nursing　Practice，　　護師は，発達論の見地から，青年期後期から成人
　SchooE　of　Nursing，　Chiba　University．　　　　　　　期初期における「アイデンティティの形成と拡散］
2　Department　of　Nursing　Function　and　Care　Man一　　の中で揺れ動く若者特有の発達危機に直面してい
　agement，　Division　of　Comprehensive　Health　Nurs一　　ると言える！〕．そして，看護師として就職したも
　ing　Sciences，　Graduate　School　of　Allied　health　ScF　　　のの，仕事を続けられず1年もたたずに離職する
　ences，　Tokyo　Medical　and　Dental　University　　　　　新人看護i師も少なくない・
一39－一一一
千葉大学看護学部紀要　第26号
　そこで、新人看護師の職務継続の支援体制を検　　　新人看護師の経験で困難を感じた場面，困難に
討するため，新人看護師としての1年間を，2年　　　　対する対処の方法，対処に影響する事柄の視点
目に入った時点で振り返り，その体験を語っても　　　　で，ひとまとまりの意昧のある内容を抽出し，
らい，語りの中にある困難な体験ややめずに続け　　　　それぞれ一文の表題をつけコードとした．意味
てきた事実から，職場適応の状況を概観する必要　　　　の類似性により分類整理し，カテゴリー化した．
があると考えた．　　　　　　　　　　　　　　　　4）倫理的配慮：対象者には研究の主旨，及び面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接で語られた内容は本研究以外には使用しない
　　　　　　　　2．研究目的　　　　　　　　　　　こと，個人が特定できるようなかたちで用いな
　臨床現場での1年間の体験の内容から，医療施　　　　いことを文書および口頭で説明し，面接調査に
設に就職した看護師の職場適応の実際を表し，新　　　　同意を得た．
人看護職者の職務継続に影響する要因を明らかに
する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．結　　　果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）対象の概要：8名．全員女性．勤務施設は大
　　　　　　　　3．研究方法　　　　　　　　　　　　学病院7名，総合病院1名：面接時間は1時聞
1）対象：平成14年4月に卒後1年を経過した看　　　　前後であった．
　護師．面接時には職場で2年目となっている看　　　2）分析結果：逐語録から得られたコードは187．
　護師．看護系大学を卒業した者で，ネットワー　　　分類整理しカテゴリー化し，2つのカテゴ
　クサンプリングにより対象者を選定した．　　　　　　リー，10のサブカテゴリーが得られた．
2）データ収集方法：個別面接によるインタ　　　【人とのかかわりや他者の存在1（表1）人との
　ビュー．面接内容は，現在までの臨床現場での　　　かかわりや他者の存在に関するサブカテゴリーは
　経験で困った事，その時の自分の対処，助けと　　　6つであった．『安寧・励ましである患者の存在』
　なったこと等であり，許可を得て録音し逐語録　　　は，患者との関係には苦痛を感じず，反対に，新
　とした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人看護師にとっては安寧を与えてくれたり，励ま
3）分析方法：質的帰納的方法．逐語録を熟読し，　　してくれたりする患者の存在を示している．『看
表1　人とのかかわりや他者の存在のカテゴリーの内容
カテゴリー サブカテゴリー’コード（例）
人とのかかわり
竭ｼ者の存在
安寧・励ましである患者の存在
・患者との交流がとても楽しい　・患者は一生懸命やっていると受け入れてくれる
E患者さんが私たちを育てている
看護の責任を果たし，尊重すべき患者の存在
・患者を守る看護師としてわからないことは聞くべきと自覚　・患者の代弁者が看護師
ﾌ役割　・気弱になっている患者を大切にしたい
困難の元となる先輩看護師の存在
・指導に振り回されて人の顔色を見ていた　・先輩看護師の態度は厳しい，意欲がなく
ﾈる　・先輩の厳しい態度に仕事をやめたくなる．
育て導く先輩看護師の存在
・状況に応じた適切なアドバイスをくれる　・一緒に考えようと言ってくれ嬉しかった
Eプリセプターと接するのに安心感がある
分かち合う同僚看護師の存在
・仕事に関する情報交換が助かる　・励ましあっている　・仲聞という感じでいられる
E愚痴を言い合い発散する
安らぎを与えてくれる家族の存在
・家族の励ましと肯定的受け止めに満足　・家族に話して気持ちを整える
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護の責任を果たし，尊重すべき患者の存在』は，　　　を続ける上での苦痛・つらさによつて，仕事の継
看護の果たすべき責任を感じて接し，看護師とし　　　続を断念しそうになったこと，1年を待たずに辞
て大切にしている患者の存在を示している．『困　　　めていった同僚を見たことから，離職を選択する
難の元となる先輩看護師の存在』は，仕事上で苦　　　という対処もありうると考えていることを示して
痛・つらさを感じるような体験の原因となる先輩　　　いる．
看護師の存在を示している．『育て導く先輩看護
師の存在』は，看護実践の技術を身につける過程　　　　　　　　　　5．考　　　察
で，手本となり，一緒に考え，評価してくれる先　　　1）困難を感じた経験と他者の存在
輩看護師の存在を示している．『分かち合う同期　　　患者の存在　新人看護師が看護実践能力を身につ
看護師の存在』は，つらさを分かち合い，一緒に　　　けていく1年間の経験の中で，患者の存在は，
居て分かり合える同期入職の同僚看護婦の存在を　　　『安寧・励ましである存在』として語られていた
示している．『安らぎを与えてくれる家族の存在』　　が，社会人として，看護師として責任ある仕事を
は，社会人としてのつらさを聴いてくれ，また不　　　するという自覚を持たせてくれる存在としての語
安定な状態を理解してくれる母や父の存在を示し　　　りのほうが多かった．基礎教育で“患者中心の看
ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護”学んできたが，それを実際に行う厳しさを，
【職場適応の方法】（表2）職場適応に閨するサ　　　ケアを必要としている患者との関係で自覚し，看
ブカテゴリーは4つであった．『必死・耐える・　　護師としての役割を確認したことから，仕事を継
やり過ごす対処』は，わからない，できないなり　　続する気持ちが高くなると考えられる．1年目看
に必死で取り組み，先輩看護師の厳しい態度に耐　　　護師の仕事のやりがいに関する研究2｝では，患者
え，それでもどうしようもないときには，その困　　　とのかかわりで大切にしていることや，看護でき
難な状況をやり過ごす新人看護師の対処を示して　　　たという実感は，看護師の実践能力の向上の方向
いる．『人間関係や組織構造を読み取る対処』は，　　性や自覚として捉え，仕事のやりがいに大きく影
指導してくれる先輩看護師を取り巻く職場環境と　　　響を与えるものとしている．初心者として看護実
その人的関係を巧みに読み取り，その上で自分の　　　践を身につける中で，患者とのかかわりや看護し
位置づけを確認している新人看護師の対処を示し　　　た実感は，看護を続ける，看護師でありつづける
ている，「納得・気づき・見習う対処』は，先輩　　　ということの動機付けにつながり，職場適応を考
看誰師の行動や指導の内容から，自分に不足して　　　える上でも重要なものであると考える．
いる点を納得，確認し，変わるべきことに気づき，　　先輩看護師の存在の重要性新人看護師を取り巻
先輩看護師のよい点を見習う新人看護師の対処を　　　く人的環境の中で最も多くその存在が語られたの
示している．『離職選択へ向かう対処』は，仕事　　　は，先輩看護師であった．困難感を抱く元と捉え
表2　職場適応の方法に関するカテゴリーの内容
カテゴリー サブカテゴリー・コード（例）
職場適応の方法 必死・耐える・やり過ごす対処
・落ち度のないように必死であった・他の人に困難を話せないときは耐えていた
Eとりあえずがんばろう　・反発しない対応をとる
人問関係や組織構造を読み取る対処
・人間関係上の情報収集をする　・職場環境の変化で人間関係も変わることを実感
E病棟や病院全体のことを人問関係の観点から捉える
納得・気付き・見習う対処
・患者と関係の持ち方を見て尊敬するようになった　・積極的に聞けない性格に気付い
ｽ　・○○さんのようになりたい
離職選択へ向かう対処
・自信がなくやめようと思った　・やめると言うのは明日でいいと思うようになった
Eやめるという対処をとりたくなる気持ちがわかる
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られ，また，指導的かかわりで安心感を得られる　　　の時々の課題を必死でこなし，看護師としての自
とも捉えられていた．　　　　　　　　　　　　　分を作り上げ，職場で認められようとしていた．
　困難感を抱いた経験を取り巻く状況には，高度　　　自分自身でできたという自覚を持つ余裕がなく，
医療の提供を受ける重症患者が多い大学病院や総　　　他者からも評価的なサポートが少なく，それでも
合病院の現状，臨床現場の緊迫した職場環境，そ　　　何とかしようと耐えている時期であると言えよう．
して，このような臨床現場で提供する看護に対し　　　しかし，職場の人間関係や組織の構造を巧みに読
て厳しさを持つ先輩看謹師の存在がある．困難感　　　み取ることで，自分の位置づけを確認し，職場内
を抱く元と捉える先輩看護師に対する否定的な思　　　でどのように人と関わってゆくべきかを掴もうと
いは，このような状況で思うように仕事ができな　　　していた．それと同時に，先輩看護師の存在を自
い自分を自覚しなければならず，それを自覚する　　　分自身の職場適応，職業人としての成長に生かし，
つらさを，指導する先輩看護師への否定的な感情　　　仕事をどのように行っていったらよいかという学
に置き換えているために生じているとも考えられ　　びを得ていると考える．職場適応におけるあるべ
る．職場内の人々は，新人看護師の看護実践の力　　　き姿を見出し，問題の所在や自己の役割を捉え，
がまだ十分でないことはよく承知し，そのために　　　解決策を見出している新人看護師にはしたたかさ
指導育成に力を入れているが，新人看護師の自分　　　を感じるとともに，このような対処能力があるか
の能力に対する捉え方，未熟であるという現実に　　　らこそ，離職にいたらないで職場適応をしていく
直面することは，周囲が思っている以上にストレ　　　ことができたと考えられる．
スを感じていると思われる．新人看護師1年目の　　　離職選択へ向かう対処　1年目の経験の振り返り
体験の調査研究帥では，【わからない・できない自　　　には，「やめたい」と思ったことが含まれていた．
分と向き合うこと】は最もストレスだと感じてい　　気持ちの上ではやめる直前までに至ったというこ
るという結果を得ている．このように，自分の未　　　とであるが，その職場適応における危機的な状態
熟さへの直面によるつらさを，先輩看護師への思　　　をどのように乗り越えて言ったのかという直接の
いに置き換えてしまい，情緒的安定を図ってると　　　要因は，今回の面接の内容からは導き出すことは
も考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　できなかった．しかし，患者の存在，先輩看護師
　指導的かかわりで安心が得られる存在としての　　　の存在，そして，同僚看護師や家族の存在が，新
先輩看護師については，しっかりとその実状を捉　　　人看護師の実践能力向上や情緒的安定に効果的に
えていて，仕事上のモデルとなったり，ともに考　　　働き，職場の人間関係や組織構造を把握し，自ら
えてくれたりする身近にかかわりをもてる者と　　　を変えていく対処を行うことが少なくとも就職後
なっていた．新人看護師が認知している先輩看護　　　1年，職場に適応できたという結果をもたらした
師のサボ・一一　“に関する研究4｝では，就職直後の時　　　と考える．困難に直面し，それに耐え，やり過ご
期には，評価的サポートや情緒的サポートの認知　　　すだけの対応では，『やめる』という決断にいたっ
より，看護実践に直結する実務レベル，行動レベ　　　たかも知れず，離職か否かの違いには，他者の存
ルでのサポートを認知しているとしている．この　　　在と，新人看護師自身の対処能力が影響している
ようなことからも，先輩看護師が仕事上，常に身　　　と考える．
近な存在であり，職場適応の支援者として重要な
位置にあり，この先輩看護師の支援が新人看護師　　　　　　　　　　　6．結　　　論
の職務継続に影響する要因であると考える．　　　　　　新人看護職者の仕事継続に影響する要因として
同僚看護師，家族の存在　新人看護師の看護実践　　　は，看護の役割を自覚させる患者の存在，看護実
能力の向上に関する重要な役割を果たしているの　　　践能力の未熟さを自覚させ，それを実務レベルで
が先輩看護師であると考えられるが，同僚看護師　　　支援する先輩看護師の存在，情緒的安定を与える
や家族の存在は，サブカテゴリーの内容には，情　 同僚看護師や家族の存在がある．また，新人看護
緒的サポートを担っている存在であることがわか　　　師はできないと思いつつも必死に耐えてやり過ご
る．そして，時には脅威的存在とも受け取られか　　　す対処をとるが，それだけでなく，人間関係や組
ねない先輩看護師との関わりとバランスをとって　　　織の構造を的確に捉え，職場適応におけるあるべ
いるものと考えられる．　　　　　　　　　　　　き姿を先輩看護師に見出して，自分自身を変える
2）新人看護獅の対処能力と職場適応　　　　　　　対処をとることにより，離職選択をせず看護の職
新人看護師の対処能力　実践能力が不十分である　　　務継続の意識をもつことにつながると考える．
と自覚した新入看護師は，仕事を行ううえで，そ
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　　　　　　　7．おわりに　　　　　　　　　　　状と求められる対応．看護管理，9｛1）6－13，
　今回の面接調査では，新人看護師の1年間の経　　　　1999．
験の語りの申から，職場適応を捉えようとした．　　　2）板倉祐子：1年目看護婦の仕事のやりがいに
実際の看護師の業務遂行状況や客観的に見た他者　　　　影響する要因．神奈川県立看護教育大学校看護
とのかかわりはこの分析には含まれない．果たし　　　　教育研究集鈷26，31－－38，2001．
て先輩看護師の新人看護師に対する思いがどの程　　　3）宮脇美保子，松田明子，宮林郁子，谷垣静
度伝わって，語りに反映されているかは不明であ　　　　子：新人看護師1年目の体験．日本看護科学学
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